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名称●鳥取信用金庫　　所在地●鳥取市栄町645　TEL（0857） 23-2411

創業●昭和25年8月　　理事長●藏増　篤志　　出資金●24億15百万円

預金残高●1,760億88百万円　　貸出金残高●1,035億51百万円

常勤役職員数●195名　　店舗数●18店舗

　豊かな未来を象徴する「楕円」の上に、絶え間ない挑戦を表す『Ｔ』と、ふれあい

を表す『Ｏ』を配置し、全体でTOの文字をシンボライズしたマークとしています。

　TOはTORISHIN、TO YOU（顧客と密着）、TO AREA（地域と密着）、TO BE（明

日と密着）の「TO」を意味しています。

　裾野金融機関としてのとりしんの経営姿勢と親しみやすさを表しています。
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SymbolSymbolとりしんのシンボルマーク

AreaArea営業区域

この街に生まれ この街に生きて 70年
いままでも これからも

ごあいさつ
　皆さまには、平素より鳥取信用金庫に格別のご愛顧を賜り、誠にありがとうございます。

　平成から令和へ新しい時代の幕開けとなった2019年の日本経済は、民間需要については、人

手不足を背景に省力化投資が下支えしたことから設備投資が堅調に推移したものの、海外経済

の減速の影響により輸出が低迷し、企業収益の弱含みからボーナスが前年割れとなるなど、賃金

が伸び悩んだことに加え、10月の消費税増税の影響もあり、個人消費の伸びが弱く力強さを欠

く展開となりました。年が明けてからは新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大の影響により、日本国内でも県境を

越えた不要不急の外出や各種イベントの自粛要請が政府主導で行われるなど、予断を許さない状況に直面しています。

　地域経済に目を向けると、雇用情勢は引き続き改善傾向にあり、高水準の設備投資と公共工事が下支えし堅調に推移し

ていましたが、米中貿易摩擦などの影響による輸出関連製造業の停滞や、消費税増税等により景気の持ち直しに足踏み感

が見え隠れし始めたことに加え、徴用工問題に端を発した日韓関係悪化を受けた米子・ソウル定期便の取りやめ、更には新

型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大により、インバウンド需要や国内旅行者等の大幅な減少、また各種イベントの

自粛等が県内全産業に悪影響を及ぼし、未だかつて経験したことのない厳しい経済状況が続いています。

　このような環境の中、当金庫は事業者の皆さまへの資金の円滑な供給だけではなく、事業承継支援や補助金申請のお手

伝い等による本業支援の取組みや、お取引先企業の従業員の皆さまと直接お会いし、様々なニーズに対し迅速に対応する

「職域サポート」推進を積極的に行うことで、お客さまのライフステージに適した金融サービスの提供に積極的に取り組んで

まいりました。

　業績につきましては、預金残高は1,760億88百万円、貸出金残高は1,035億51百万円となり、収益面ではコア業務純益

5億54百万円、当期純利益1億22百万円を確保することが出来ました。これもひとえに皆さまのご支援の賜と、心より感謝

申し上げます。

　2020年度は、“とりしん新共創共生3か年計画 2020”の最終年度であり、当金庫創立70周年の節目の年になります。70

周年を迎えられることができた感謝の気持ちを忘れず、これまで支えていただいた地域の皆さまへの恩返しと、協同組織金

融機関としての真の役割を今一度見直し、新たな時代に向かって進んでいくべき重要な年です。特に、新型コロナウイルス感

染症拡大の影響により、未だかつて経験したことのない厳しい状況にある地域経済の持続的繁栄のために、私ども信用金庫

の強みである信金中央金庫を中心とした全国ネットワークなど、様々なノウハウを結集し、経済活動の血流である円滑な資金

の供給と、適切かつスピーディな「伴走型支援」に、役職員一丸となって全力を挙げ取り組んでまいります。

　今後とも一層のご支援、お引き立てを賜りますようお願い申し上げます。

理事長　藏増 篤志
2020年7月 

ごあいさつ.............................................1

経営理念・経営方針..............................2

役員・組織.............................................3

2019年度業績の概要............................4

過去5年間の主要な経営指標の推移 .....4

鳥取信用金庫と地域社会.......................6

地域密着型金融への取組み...................8

金融円滑化への取組み ....................... 13

社会的・文化的地域貢献活動............ 14

総代会等に関する事項 ....................... 16

信金中央金庫について ....................... 18

事業の運営に関する事項.................... 19

営業のご案内...................................... 25

資料編 ................................................. 31

あゆみ ................................................. 56

店舗一覧.............................................. 57

開示項目.............................................. 58

兵庫県
○美方郡

鳥取県
○鳥取市　○八頭郡　○岩美郡　
○倉吉市　○東伯郡

鳥取県

兵庫県

●倉吉支店

●気高支店

●郡家支店

●
用瀬支店
●
智頭支店

若桜支店
●

●岩美支店

浜坂支店
●

●
湯村支店鳥取

鳥取東支店
鳥取西支店
鳥取南支店
鳥取北支店

本店（営業部）
正蓮寺支店
湖 山 支 店
吉 成 支 店
湖山中央支店



目　次

名称●鳥取信用金庫　　所在地●鳥取市栄町645　TEL（0857） 23-2411

創業●昭和25年8月　　理事長●藏増　篤志　　出資金●24億15百万円

預金残高●1,760億88百万円　　貸出金残高●1,035億51百万円

常勤役職員数●195名　　店舗数●18店舗

　豊かな未来を象徴する「楕円」の上に、絶え間ない挑戦を表す『Ｔ』と、ふれあい

を表す『Ｏ』を配置し、全体でTOの文字をシンボライズしたマークとしています。

　TOはTORISHIN、TO YOU（顧客と密着）、TO AREA（地域と密着）、TO BE（明

日と密着）の「TO」を意味しています。

　裾野金融機関としてのとりしんの経営姿勢と親しみやすさを表しています。

ContentsContents

ProfileProfileプロフィール （2020年３月３１日現在）

SymbolSymbolとりしんのシンボルマーク

AreaArea営業区域

この街に生まれ この街に生きて 70年
いままでも これからも

ごあいさつ
　皆さまには、平素より鳥取信用金庫に格別のご愛顧を賜り、誠にありがとうございます。

　平成から令和へ新しい時代の幕開けとなった2019年の日本経済は、民間需要については、人

手不足を背景に省力化投資が下支えしたことから設備投資が堅調に推移したものの、海外経済

の減速の影響により輸出が低迷し、企業収益の弱含みからボーナスが前年割れとなるなど、賃金

が伸び悩んだことに加え、10月の消費税増税の影響もあり、個人消費の伸びが弱く力強さを欠

く展開となりました。年が明けてからは新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大の影響により、日本国内でも県境を

越えた不要不急の外出や各種イベントの自粛要請が政府主導で行われるなど、予断を許さない状況に直面しています。

　地域経済に目を向けると、雇用情勢は引き続き改善傾向にあり、高水準の設備投資と公共工事が下支えし堅調に推移し

ていましたが、米中貿易摩擦などの影響による輸出関連製造業の停滞や、消費税増税等により景気の持ち直しに足踏み感

が見え隠れし始めたことに加え、徴用工問題に端を発した日韓関係悪化を受けた米子・ソウル定期便の取りやめ、更には新

型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大により、インバウンド需要や国内旅行者等の大幅な減少、また各種イベントの

自粛等が県内全産業に悪影響を及ぼし、未だかつて経験したことのない厳しい経済状況が続いています。

　このような環境の中、当金庫は事業者の皆さまへの資金の円滑な供給だけではなく、事業承継支援や補助金申請のお手

伝い等による本業支援の取組みや、お取引先企業の従業員の皆さまと直接お会いし、様々なニーズに対し迅速に対応する

「職域サポート」推進を積極的に行うことで、お客さまのライフステージに適した金融サービスの提供に積極的に取り組んで

まいりました。

　業績につきましては、預金残高は1,760億88百万円、貸出金残高は1,035億51百万円となり、収益面ではコア業務純益

5億54百万円、当期純利益1億22百万円を確保することが出来ました。これもひとえに皆さまのご支援の賜と、心より感謝

申し上げます。

　2020年度は、“とりしん新共創共生3か年計画 2020”の最終年度であり、当金庫創立70周年の節目の年になります。70

周年を迎えられることができた感謝の気持ちを忘れず、これまで支えていただいた地域の皆さまへの恩返しと、協同組織金

融機関としての真の役割を今一度見直し、新たな時代に向かって進んでいくべき重要な年です。特に、新型コロナウイルス感

染症拡大の影響により、未だかつて経験したことのない厳しい状況にある地域経済の持続的繁栄のために、私ども信用金庫

の強みである信金中央金庫を中心とした全国ネットワークなど、様々なノウハウを結集し、経済活動の血流である円滑な資金

の供給と、適切かつスピーディな「伴走型支援」に、役職員一丸となって全力を挙げ取り組んでまいります。

　今後とも一層のご支援、お引き立てを賜りますようお願い申し上げます。

理事長　藏増 篤志
2020年7月 

ごあいさつ.............................................1

経営理念・経営方針..............................2

役員・組織.............................................3

2019年度業績の概要............................4

過去5年間の主要な経営指標の推移 .....4

鳥取信用金庫と地域社会.......................6

地域密着型金融への取組み...................8

金融円滑化への取組み ....................... 13

社会的・文化的地域貢献活動............ 14

総代会等に関する事項 ....................... 16

信金中央金庫について ....................... 18

事業の運営に関する事項.................... 19

営業のご案内...................................... 25

資料編 ................................................. 31

あゆみ ................................................. 56

店舗一覧.............................................. 57

開示項目.............................................. 58

兵庫県
○美方郡

鳥取県
○鳥取市　○八頭郡　○岩美郡　
○倉吉市　○東伯郡

鳥取県

兵庫県

●倉吉支店

●気高支店

●郡家支店

●
用瀬支店
●
智頭支店

若桜支店
●

●岩美支店

浜坂支店
●

●
湯村支店鳥取

鳥取東支店
鳥取西支店
鳥取南支店
鳥取北支店

本店（営業部）
正蓮寺支店
湖 山 支 店
吉 成 支 店
湖山中央支店

Tottori Shinkin Bank Report 1



　2020年度は、「とりしん新共創共生3か年計画2020」の最終年度であ

り、創立70周年を迎え、新たな時代に向かって進んでいくべき重要な年で

す。地域経済の血流である円滑な資金供給に繋がる事業性評価の取組みに

ついては、これまで以上にお客さまの事業に対する理解を深め、営業店と本

部が一体となった取組みによる、適切かつスピーディな「伴走型支援」が重

要であり、加えて、金融デジタライゼーションの進展に伴うフィンテック対

応や、外部委託先を含むサイバーセキュリティ管理体制の強化も、お客さま

からの信頼を得る上で、避けては通れない重要な課題です。

　このような環境の中、地域経済の発展のためには地域金融機関としての

金融仲介機能を十二分に発揮することが重要と考え、当金庫は、事業承継

支援・ビジネスマッチングや当金庫のビジネスモデルである「職域サポート」

の一層の深耕と、役職員一体となった重層管理の徹底による組織的な取組

み強化を図ります。特に、新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大に

伴う経済活動の減速による資金繰りの急激な悪化等、地場中小企業の皆さ

まの緊急事態に際し、最大限の金融支援に取り組み、地域経済のサポート

に努めてまいります。

　当金庫では、地元のための協同組織金融機関として、地域密着型金融の本質である取引先企業の経営支援に積極的に取り組むこ
とにより金融の円滑化に努め、地域の皆さまの資金ニーズに幅広くお応えするよう、次のような考え方で融資業務を行っています。

当金庫の経営理念は、「存在意義」「経営姿勢」「行動規範」の３つの柱で構成しています。

【2020年度】

地域、会員、お客さまとともに歩
み、中小企業の繁栄と人びとの
豊かな暮らしに貢献します。

地域社会の繁栄を願い、
豊かな未来づくりに
貢献します。

知性を磨き明るく積極果敢に行動し､地域の人びとや企業に親
しまれ、信頼される信用金庫人を目指します。

常に情熱を燃やし、進取の心でチャレンジします。

お客さまを大切にし、積極的で、
きめこまやかな柔軟性のある健
全経営をすすめます。

ふれあいを大切にし、
裾野金融に徹した経営を
すすめます。

経営理念・経営方針

地元優先に徹します

地元でお預りした預金を、地元の皆
さまにご活用いただけるよう、融資
を積極的に推進し、皆さまの資金
ニーズにお応えします。

中小企業及び個人のための
専門金融機関に徹します

限られた営業地域において、その地
域の皆さまと中小企業の方々を会
員・お客さまとして営業を行う地域
金融機関です。

小口多数取引に徹します

安易な大口融資を避け、多数の皆さ
まにご利用いただけるよう、迅速で、
きめこまかい融資を行います。

信用リスク管理の強化と収益管理の高度化、及び生産
性向上により持続的成長が可能な財務基盤を構築する1
事業性評価を通じて「お客さまを知り」、お客さま
の様々な課題に金庫一体となり取組む2
「職域サポート」の深耕と重層管理徹底により、取
引シェアの拡大を目指す3
金融仲介機能を十二分に発揮し、地域企業及び地
域経済の発展に貢献する4
マネー・ローンダリング対策及びテロ資金供与対策を
徹底し、リスクの実効的な低減を図る5
実践的な学習や研修を通じ、お客さまや地域に信頼さ
れる人材を育成する6

経営主要課題

存在
意義

行動
規範

経営
姿勢

経営理念

経営方針

貸出運営についての考え方
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理　事　長（代表理事）　　　　　　　　藏　増　篤　志
専 務 理 事（代表理事）（総務部長）　　田　村　博　信
常 務 理 事（営業推進部長）　　　　　　西　谷　佳　和
常 務 理 事（融資部統括）　　　　　　　村　上　　　哲
常 務 理 事（監査部長）※１　　　　　 吉　川　公　一　
常 勤 理 事（総合企画部長）　　　　　　花　原　好　一

常 勤 理 事（事務部長）　　 　杉　内　博　文
非常勤理事　※１　　　　　　谷　口　博　繁
常 勤 監 事　　　　　　　　　和　田　達　朗
非常勤監事　　　　　　　　　藤　原　重　明
非常勤監事　※２　　　　　　小　林　裕　幸

（2020年６月末現在）

※1　信用金庫業界の「総代会の機能向上策等に関する業界申し合せ」に基づく職員外理事です。
※2　信用金庫法第32条第５項に定める員外監事です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     常勤監事　和田達朗　　　    常勤理事　花原好一  　　常勤理事　杉内博文

             常務理事　吉川公一　　常務理事　西谷佳和　　　理事長　藏増篤志　　　専務理事　田村博信　　　常務理事　村上　哲

後列

前列

※店舗の所在地は、57ページをご覧ください。
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　2020年度は、「とりしん新共創共生3か年計画2020」の最終年度であ

り、創立70周年を迎え、新たな時代に向かって進んでいくべき重要な年で

す。地域経済の血流である円滑な資金供給に繋がる事業性評価の取組みに

ついては、これまで以上にお客さまの事業に対する理解を深め、営業店と本

部が一体となった取組みによる、適切かつスピーディな「伴走型支援」が重

要であり、加えて、金融デジタライゼーションの進展に伴うフィンテック対

応や、外部委託先を含むサイバーセキュリティ管理体制の強化も、お客さま

からの信頼を得る上で、避けては通れない重要な課題です。

　このような環境の中、地域経済の発展のためには地域金融機関としての

金融仲介機能を十二分に発揮することが重要と考え、当金庫は、事業承継

支援・ビジネスマッチングや当金庫のビジネスモデルである「職域サポート」

の一層の深耕と、役職員一体となった重層管理の徹底による組織的な取組

み強化を図ります。特に、新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大に

伴う経済活動の減速による資金繰りの急激な悪化等、地場中小企業の皆さ

まの緊急事態に際し、最大限の金融支援に取り組み、地域経済のサポート

に努めてまいります。

　当金庫では、地元のための協同組織金融機関として、地域密着型金融の本質である取引先企業の経営支援に積極的に取り組むこ
とにより金融の円滑化に努め、地域の皆さまの資金ニーズに幅広くお応えするよう、次のような考え方で融資業務を行っています。

当金庫の経営理念は、「存在意義」「経営姿勢」「行動規範」の３つの柱で構成しています。

【2020年度】

地域、会員、お客さまとともに歩
み、中小企業の繁栄と人びとの
豊かな暮らしに貢献します。

地域社会の繁栄を願い、
豊かな未来づくりに
貢献します。

知性を磨き明るく積極果敢に行動し､地域の人びとや企業に親
しまれ、信頼される信用金庫人を目指します。

常に情熱を燃やし、進取の心でチャレンジします。

お客さまを大切にし、積極的で、
きめこまやかな柔軟性のある健
全経営をすすめます。

ふれあいを大切にし、
裾野金融に徹した経営を
すすめます。

経営理念・経営方針

地元優先に徹します

地元でお預りした預金を、地元の皆
さまにご活用いただけるよう、融資
を積極的に推進し、皆さまの資金
ニーズにお応えします。

中小企業及び個人のための
専門金融機関に徹します

限られた営業地域において、その地
域の皆さまと中小企業の方々を会
員・お客さまとして営業を行う地域
金融機関です。

小口多数取引に徹します

安易な大口融資を避け、多数の皆さ
まにご利用いただけるよう、迅速で、
きめこまかい融資を行います。

信用リスク管理の強化と収益管理の高度化、及び生産
性向上により持続的成長が可能な財務基盤を構築する1
事業性評価を通じて「お客さまを知り」、お客さま
の様々な課題に金庫一体となり取組む2
「職域サポート」の深耕と重層管理徹底により、取
引シェアの拡大を目指す3
金融仲介機能を十二分に発揮し、地域企業及び地
域経済の発展に貢献する4
マネー・ローンダリング対策及びテロ資金供与対策を
徹底し、リスクの実効的な低減を図る5
実践的な学習や研修を通じ、お客さまや地域に信頼さ
れる人材を育成する6

経営主要課題

存在
意義

行動
規範

経営
姿勢

経営理念

経営方針

貸出運営についての考え方

組織図

役員一覧

役員・組織

（2020年６月末現在）
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